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令和６年度における施策推進方針（盛岡広域振興局） 

施策推進方針 いわて県民計画（2019～2028）の推進に係る重要課題等 

基本的方向 

人口減少が進行する中、県央広域振興圏の持つ強みを伸ばし、弱みを

克服する施策が必要。人口減少対策は、市町村と更に連携を密にし、地

域の特性を踏まえながら対策を講じていくことが重要 

重点項目 

１ 人口減少対策〔社会減対策の強化の３つの柱（＋１）〕 

 

○ 学生等を対象とした企業見学、体験学習の実施

○ 県内ＩＴ企業向けの効果的な採用活動等に係る勉強会

○ 管内８市町合同移住相談会【連携】

○ Ｕターンアンケートを基に、候補者への継続的アプローチ【連携】 

○ 協力隊など移住者のネットワークづくりによる定着促進

 

○ スマート農業の推進による生産性向上（水稲自動水管理システム、

AIによる牛の分娩検知システム、低コスト環境制御技術、りんどう

のAI自動選別機の導入への取組）

○ 県央圏域ならではの酒蔵ツーリズム（酒の宴イベントを基軸に酒蔵

めぐり旅行商品造成、IGRとタイアップした割引切符企画） 

○ 教育旅行誘致に向けたプロモーション

 

○ 地経費市町村連携枠  を活用し、移住・交流人口拡大・

販路開拓・ＤＸ等の取組を実施（６事業） 

○ Ｒ６は管内８市町への情報提供・意見交換を定期的に開催す

る。

■ 県央圏域は圏域別で最も社会減が大

きく影響大

■ 特に盛岡以北の葛巻町、岩手町の社

会減が目立つ

■ 若年者の県内就職者が減少

地元定着の推進 

■ ニューヨーク・タイムズ掲載による効果

の広域への波及

Ｕ・Ｉターン 

の推進 

交流人口の拡大 

ＤＸによる 

産業振興 
■ 労働力不足への対応

■ IT×ものづくり連携、農業生産性向上

市町村との一層の連携強化 

多様な雇用の創出、労働環境と所得の向上 

ＮＹＴへの掲載を契機とした交流人口、関係人口の拡大 

いわてとのつながりの維持・強化（地元定着、Ｕ・Ｉターン） 

市町村や地域的な少子化対策、社会減対策に関する取組の支援 

人口減少対策 

新規

新規

一部新規 

新規

【資料２】
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いわて県民計画（2019～2028）の推進に係る重要課題等 

 
２ 地域振興プラン（重点事項のうち主なもの） 
 
 
IT・ものづくり産業の連携によるデジタル化の推進、りんどうの AI 自動選別機の実用性の実証などスマート農業の推進     

 

木質バイオマスの導入促進、堆肥活用による肥料試作を通じた環境負荷低減の取組 

 

盛岡市動物公園（ＺＯＯＭＯ）と連携したクマ被害防止対策 
 

 

 

３ その他令和６年度に取り組むべき重要課題 （再掲） 

 

 
○ IT・ものづくり産業の連携によるデジタル化の推進 

（プロジェクトの内容「①ＩＴ産業と・・ものづくり産業双方の強みの掛け合わせ」関連） 

○ スマート農業の推進等による生産性向上等の取組（水稲自動水管理システム、AIによる牛の分娩検知システム、低コスト環境制御技術、

りんどうのAI自動選別機の導入、ゲノミック評価の活用による優良雌牛群確保への取組） 

（目指す姿：「第４次産業革命技術の導入が促進されることにより、農業・・などの作業の省力化や生産性向上」関連） 
 

 
○ 再生可能エネルギー（木質バイオマス等）の導入促進 

（プロジェクトの内容「③豊富な再生可能エネルギー資源を生かした地域の振興」関連） 

○ 学生等を対象とした企業見学・体験学習の実施、Ｕターンアンケートを基に候補者への継続的アプローチ 

（目指す姿：「若者の地元定着やＵ・Ｉターンの増加」関連） 

 

 

ＧＸ 

ＤＸ  

安全・安心 
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いわて県民計画（2019～2028）の推進に係る重要課題 

１ 人口減少対策  
広域：広域振興事業費、地経費：地域経営推進費、【連携】 ：市町村との連携の取組 

 現状と課題 対応の方向性及び具体的取組内容 

いわてとのつながりの維持・強化（地元定着、Ｕ・Ⅰターン） 

○ 新規学卒者の県内就職の状況 
・ 管内新規高卒就職者数が年々減少していることに加え、就

職率も全県の数値を下回っている状況にある。生徒向けにキ
ャリア教育を推進するとともに、保護者や進路指導教員に対
しても、県内企業や県内就業への理解促進が必要 

 【新規高卒者の県内就職率の推移】   （単位：％） 

区分 R3.3卒 R4.3卒 R5.3卒 R6.3卒 

高校（全県） 71.1 73.7 73.4 71.1 

高校（管内） 67.8 68.7 69.0 67.6 

           （R5 年度管内目標値 75.0％を下回っている） 

・ 管内の理工・情報系学部の７割以上の学生が県外に就職し
ており、大学生等がＩＴ技術に興味・関心を持ち、県内ＩＴ
企業への就業等を促進する取組が必要 

 

 

 

 

○ 新規就農者の状況 
新規就農者は 75 人/年平均で推移。農業従事者が減少する中

で新規就農者を確保するとともに、定着に向け、経営の発展段
階に応じた継続的な支援が必要 
【新規就農者数の推移】         （単位：人） 

区分 R1 R2 R3 R4 R5※ 

県央 79 74 68 88 70 

全県 268 312 277 291 - 

※普及センター調べ。R5は速報値、全県は集計中。 

いわてとのつながりの維持・強化（地元定着、Ｕ・Ⅰターン） 

１ 学生等を対象とした企業見学、体験学習の実施       

〔産業全般〕  

○ 大学生 
・ 高等教育機関と連携した学生と県内ＩＴ 

関連企業とのマッチングガイダンスの開催 
・ 企業の経営者や若手社員等との交流会の 
実施 

○ 高校生 
・ 出前授業、工場見学の実施 
・ 企業の経営者や若手社員等との交流会 
の実施 

○ 保護者、教員 
・ 保護者や教員を対象とした企業見学や企業との交流会の

実施 

〔農業〕 
小中学生に対し、農業に興味関心を持つきっかけとなる機会

の提供や新規就農者の確保・育成に向けた就農相談対応の強化 
○ 小中学生を対象としたスマート農業体験事業 
・ 農機メーカーとの協働によるスマート農業学習会の開催 
・ 農業者等による地域農業学習会（出前授業）の開催 

○ もりおか地方農業人材確保対策事業 
・ 管内市町の就農支援情報や、農業情報発信サイトと連携

した新規就農者の暮らしに関する情報の発信 
・ 市町、関係機関の担当者を対象とした就農相談スキル向

上研修会の開催 

広域 地経費 

新規 
一部新規 

管内⼤学の理⼯・情報系学部の就職率
令和１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

県内 26.1% 25.3% 26.9% 26.2%
県外 73.9% 74.7% 73.1% 73.8%

マッチング 
ガイダンス 

保護者・教員企業見学会 

スマート農業学習会 

【管内大学の理工・情報系学部の就職率】 
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 現状と課題 対応の方向性及び具体的取組内容 

○ 建設業従事者の状況 
建設企業で働く技術者・労働者の主たる担い手が、約10年後に

一斉退職・大幅減が予測されており、担い手の確保・育成が必要 
 

 

 

 

 

 

 

○ 医療、介護、福祉の従事者の状況 
地域の包括的な支援体制を支える医療、介護、福祉の人材が

不足しており、人材の育成・確保・定着が必要 
  【介護職員の必要数（県全体）】           （単位：人） 

年度 2019 年 2023 年 2025 年 2040 年 

必要数（県全体） 23,833 25,366 26,831 27,588 

現状推移 

シナリオ職員数 
- 24,166 24,126 21,365 

○ 県内ＩＴ企業への就業支援に関連し、実態を調査したとこ
ろ、「学生に情報が届いていない」、「県外企業に比べスピー
ド感がない」等が明らかになったことから、学生のニーズに沿
った採用活動への支援が必要。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

〔建設業〕 

・ 中学生及び保護者・教員を対象とした建設現場見学と体験

学習の実施（ＩＣＴを活用した重機・ドローン体験等） 

・ 盛岡工業高校の生徒を対象とした女性技術者（いわて女性

の活躍促進連携会議「けんせつ小町部会」）とのワーク・ラ

イフ・バランスやキャリアアップについての意見交換会を実

施 

・ 大学生を対象とした出前授業等の実施 

   

〔医療・介護〕 

中学生を対象とした進学・就学の動機付けを行う出前講座（講

師：医師、看護師、介護士等）の実施。令和６年度は６校での

実施を予定。 
 

 

 

 

２ 県内ＩＴ企業向けの効果的な採用活動等に係る勉強会 
 

ＩＴ関連企業向け情報系学部生の就職動向等に関するセミ
ナー開催 

３ 管内８市町合同移住相談会 
管内８市町と連携して東京で移住相談会を開催 

 

 

 

 

新規 

岩手町 

葛巻町 

R2 R3 R4 R5 

広域 

安代中学校出前講座 

【連携】地経費 

移住相談会 

【参考】管内の

社会減の状況 
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 現状と課題 対応の方向性及び具体的取組内容 

○ 北いわてゾーン３市町（八幡平市・葛巻町・岩手町）在住の
親世代と県外在住の子弟へのＵターンに関するアンケートを
実施 
【親世代の回答】「子どもはＵターンの意向はあるか」への回答（％） 

意向あり 迷っている 意向なし 知らない 

9.2 19.2 43.8 27.7 

【子弟世代の回答】「Ｕターンしたいと思うか」への回答（％） 

意向あり 意向なし 未定 考えたことがない 

38.4 36.6 18.8 6.3 

・ アンケート結果から、予想以上に子弟の世代は将来的なＵターンを
意識している。 

・ Ｕターンの潜在的候補者への継続的アプローチが重要 

 

○ 地域おこし協力隊など移住者の定着を促進する取組が必要 

 
 
 
 

多様な雇用の創出、労働環境と所得の向上  

○ 本庁の取組と連携し、多様な雇用の創出、労働環境と所得の

向上を図る。 

 

○ 盛岡局の取組としては、「いわてで働こう推進方針」に定め

る「省力化や機械化、デジタル化による生産性の向上」に関連

し、当管内の特徴を生かして、農業分野のＤＸを推進 
 

 

 

 

４ Ｕターンアンケートを基に、候補者への継続的アプローチ 
 
・ Ｕターン候補者のニーズに応じた情報提供を行う。 

・ 管内８市町合同移住相談会（東京）への誘導を図る。 

５ 地域おこし協力隊など移住者のネットワークづくりによる

定着促進 

・ 協力隊、協力隊 OBOG、新規就農者など移住者と関係団体が

参加したネットワークづくりによる交流の促進 

・ 移住者間の交流の深化により、移住者の活動が相乗効果を

あげることも期待 

 

 

 

 

 

多様な雇用の創出、労働環境と所得の向上 

１ 農業分野のデジタル化による生産性向上 
・ 水稲生産の低コスト・省力化や、夏季高温下における品質安

定・向上に向けた自動水管理システムの実証展示と普及推進 
・ ＡＩによる牛の非接触型分娩検知システム「牛わか」を導

入し、分娩事故防止と昼夜を問わない分娩監視に係る農家負
担の軽減を実証  

・ 施設園芸における収量・品質の向上、省力化を図るための
低コスト環境制御技術の実証・普及 

・ 全国初のＡＩを搭載した切花りんどう自動選別機の実用性
の実証と効率的な出荷体制の構築 

 

広域 新規 

広域 地経費 

【連携】地経費 

移住者交流会 
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 現状と課題 対応の方向性及び具体的取組内容 

ＮＹＴへの掲載を契機とした交流人口、関係人口の拡大 

○ 宿泊者数はコロナ禍前に戻りつつあり、ＮＹＴ掲載による効

果を広域に波及させることが重要 
【観光庁 宿泊旅行統計調査】（単位：千人泊） 

区分 R 元 R2 R3 R4 R5 R5/ R 元 

岩手県内 6,277 4,312 4,434 5,039 5,708 90.9％ 

うち外国人 344 88 18 26 271 78.9％ 

【年間観光客入込数】（単位：人回） 

区分 R 元 R2 R3 R4 R5(1～6月) 前年同期比 

県央 9,681,436 5,391,808 4,581,217 5,417,038 3,292,804 123.9% 

県計 29,213,467 16,879,246 15,600,557 18,332,530 10,678,711 126.4% 

○ 県央圏域ならではの特徴やつながりを活かし、酒蔵ツーリズ

ムや教育旅行誘致の取組に注力 
・ 「いわて酒ノ宴 in もりおか」とも連動した酒蔵ツーリズ
ムを県央圏域ならではの観光コンテンツとして確立するた
め、魅力発信やブランド化に向けた取組の強化が必要 

・ 教育旅行入込数についても校種・発地ともコロナ禍前の傾
向に戻ってきており、教育旅行の学びのニーズに対応した情
報発信が必要 

 
【教育旅行客入込数】（単位：人回） 

 
 
 
 
・ 雫石町をモデル地区とした台湾からの訪日教育旅行誘致に

より、高級中学校２校の来県が実現。台湾側は管内高校等と
の交流をセットで実施したい意向があり、これまで雫石高
校・盛岡中央高校との交流を実施。今後とも管内高校の受入
に向けた調整が必要 

○ 広域周遊観光や相互交流（マイクロツーリズム）の促進に向
けて、隣接圏域や秋田県際地域との連携による魅力発信が必要 

ＮＹＴへの掲載を契機とした交流人口、関係人口の拡大 

県内の酒造会社の４割が立地しており、県央圏域の地域資源で

ある酒造り文化を活かした滞在・周遊型観光を推進し、ＮＹＴ効

果の圏域への波及を図る。 

１ 「いわて酒ノ宴 2024in もりおか」の開催 

・ いわて酒ノ宴や岩手の酒のブランド化（ＧＩ）とのコラボ

による旅行商品の造成と定番化の推進 

・ いわて酒ノ宴ＩＧＲ企画切符の発売 

・ 秋季観光キャンペーンとも連携しながら、ＰＲ動画やＷＥ

Ｂ広告による情報発信 

《参考：いわて酒ノ宴 in もりおか 2023 開催実績》 

日時：9/30(土)・10/1(日)、来場者：10,855 人 

出店：管内酒造会社等 23 社 
（日本酒：県内 11 社/24 社、うち管内５社/９社、ビール・ワイン等 12 社） 

 

２ 教育旅行誘致 

【国内】盛岡の歴史的街並みや生活文化等の題材等を通じて

「学び」を深める学習教材「盛岡広域エリア探究学習ノ

ート」を活用した教育旅行の誘致促進 

【台湾】管内高校とのマッチング支援や、オンライン交流によ

る管内高校の受入態勢の整備・充実を図る。 

３ 秋田県際連携 

鹿角地方振興局と連携した観光キャンペーン（デジタルスタ

ンプラリー）の実施等 

 

 

地経費 

一部新規 【連携】

広域 

地経費 

校数 人数 校数 人数 校数 人数 校数 人数 校数 人数

県央 1,603 100,491 1,866 93,857 2,122 112,212 2,132 121,532 924 55,059 83.2%

県計 3,243 213,785 4,243 225,480 4,555 268,934 4,742 290,611 1,973 129,872 103.6%

Ｒ５．６月 前年同期比
人数比較

Ｒ４年Ｒ元年 Ｒ２年 Ｒ３年
区分
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 現状と課題 対応の方向性及び具体的取組内容 

○ Ｚ世代は、ＳＮＳの画像や動画視聴など、観光情報へのアク

セスや収集方法が多様化（じゃらんリサーチセンター）してい

ることから幅広い世代への情報発信が必要 
【盛岡局公式Ｘのフォロワー数等】  

 R 元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5 年度 

フォロワー（人） 5,973 6,531 7,305 8,241 9,690 

 

○ 県広域サイクリングルートの整備の動きを踏まえ、サイクル

ツーリズムの圏域への波及が必要 
 

 

 

 

市町村との一層の連携強化 

【管内８市町の人口の推移】 

市町名 2000 年 
2023 年 

（10 月 1 日時点） 増減率 
（対 2000 年比） 

盛岡市 302,857 283,674 －6.3％ 

八幡平市 32,485 22,701 -30.1％ 

滝沢市 51,241 55,055 7.4％ 

雫石町 19,750 14,891 -24.6％ 

葛巻町 8,725 5,224 -40.1％ 

岩手町 17,372 11,311 -34.9％ 

紫波町 33,038 31,906 -7.9％ 

矢巾町 25,268 27,325 8.1％ 

○ 人口減少対策は、市町村と更に連携を密にし、地域の特性を

踏まえながら対策を講じていくことが必要 

 
 

４ ＳＮＳによる誘客の促進 

局公式Ｘ「おでんせ！情報発信局」による観光情報、食、伝

統文化の情報発信 
 

 

 

 

 

５ 盛岡広域サイクルツーリズムの推進 
・ ビューポイントや立寄り施設等の情報収集及び掘り起こし

作業の実施 
・ サイクルルート試走会の企画実施 
・ ＳＮＳを活用した県央圏域のサイクル関連情報の定期的発信 
 

市町村との一層の連携強化 

１ 地域経営推進費市町村連携枠   を活用し、 

・ 移住相談会の開催等移住定住の推進 

・ 県外での観光物産展開催による交流人口の拡大や食産業事

業者の販路開拓支援   

・ 優良雌牛群の整備による畜産振興 

・ 新規就農者の確保の取組 などを実施 
 

２ Ｒ６は管内８市町への情報提供・意見交換を定期的に開催す

る。 

 

地経費 

新規 



 

8 

２ 地域振興プラン  
広域：広域振興事業費、地経費：地域経営推進費 

Ⅰ 圏域内の中心都市と近隣の市町とのつながりを生かし、一人ひとりが快適で安全・安心に暮らせる地域 

１ 生きがいに満ち、健康で安心して生活し続けることができる絆の強い地域社会をつくります 

現状と課題 対応の方向性及び具体的取組内容 備考 

（１）安心して子どもを生み育てられる環境づくりの推進 

○ 地域全体で子育てしやすい環境づくりや、子育てへの

応援が必要 
【いわて子育てにやさしい企業等認証数（管内累計）】 

 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 
（目標値） - - 179 

認証数 101 128 144 
 

   

・ 「いわて子育てにやさしい企業等」の認証、

「いわて子育て応援の店」登録店の拡大のため

の協力依頼  
〈協力依頼先〉 

市町、社会保険労務士会、食品衛生責任者など 

 

 

 

２ 豊かな環境が保全され、自然の恵みを将来にわたって享受できる地域社会をつくります（環境保全等、脱炭素） 

現状と課題 対応の方向性及び具体的取組内容 備考 

（１）多様で豊かな環境の保全・保護の推進 

○ ツキノワグマの市街地出没・人身被害が増加し、人身

被害防止のための普及啓発や担い手となる狩猟者確保

が必要。    

 人身被害（4-12 月） 

（管内）   （県全体） 
出没件数（4-12 月） 

（管内）    （県全体） 

R３ 5 件 5 名 14 件 14 名 541 件 2,586 件 

R４ 6 件 6 名 23 件 24 名 483 件 2,156 件 

R５ 15 件 17 名 46 件 49 名 1,755 件 5,818 件 

 

 

 

  

 

 

  

市街地におけるツキノワグマによる人身被害防

止を図るための普及啓発事業 

 ・ 盛岡市動物公園 ZOOMO と連携した勉強会の

開催（クマの生態を学ぶ、シリアスゲームを

活用しクマとの共生を考える） 

・ 出没防止対策支援（ゾーニング管理） 

 ・ クマ鈴等着用定着促進（貸与事業） 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

自然減・社会減対策 

シリアスゲーム 
「人とツキノワグマの共生」をテーマにしたボードゲ

ーム。クマの習性や入山時の対策、里山の在り方を幅広
い世代に遊びながら考えてもらう（盛岡市動物公園
ZOOMO と局職員が開発に携わり、ZOOMO がクラウドファ
ンディングを活用し制作） 

過去

最多 
一部新規 

シリアスゲーム ゲームを活用した勉強会 

地経費 

安全・安心 
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現状と課題 対応の方向性及び具体的取組内容 備考 

（２）動物愛護思想の普及と適正飼養の推進 

○ 多頭飼育等に関する相談・苦情が増加しており、動物

の適正飼養の普及啓発や社会福祉関係部局等関係機関

との連携が必要  
管内犬猫 
相談苦情 

R３ R４ R５ 

57 件(２件) 104 件(４件) 102 件(15 件) 

 

動物愛護管理の推進に向けた多機関連携事業 

・ 社会福祉部所等関係機関連絡会議開催 

・ 「社会福祉と動物愛護を考える研修会」開催 

・ 譲渡促進と緊急対応時への措置 

 （疾病検査キット、ワクチン、ケージなど配備） 
 

 

 

 

 

（３）再生可能エネルギーの導入促進 

○ 管内では、木質バイオマス発電など、再生可能エネル

ギーの導入拡大の取組が進められており、公共施設や産

業分野における再生可能エネルギーの導入促進に取り

組むことが必要 
 

   

・ 木質バイオマスコーディネーターの派遣によ

る導入促進 

・ 木質バイオマス事業者に対して、松くい虫被

害木チップ化による木質バイオマス燃料材の提

供活用を促進 

・ 公共施設や産業分野における再生可能エネル

ギー導入先進事例の情報共有や勉強会の開催 

 

 

 

 

 

３ 歴史と文化を継承しながら、新たなつながりや活力を感じられる地域づくりを進めます 

現状と課題 対応の方向性及び具体的取組内容 備考 

（１）持続可能な地域コミュニティづくりと活動を支える人

材の育成 

○ 地域コミュニティ機能の維持が課題となっており、市

町のコミュニティ施策に対する支援が必要 

  

・ 地域コミュニティ活動に係る優良事例の勉強

会等開催、岩手県立大学三好ゼミの学生による

フィールドワーク活動支援 

 

 

 

（２）歴史や文化など地域の特色を活用した地域の活性化

の促進 

○ 地域の担い手不足が課題となっていることから、地域

活動を支える人材の育成が必要   

  

・ 文化芸術コーディネーター同行による管内市

町訪問等を通じて、各種取組への支援を実施 

 

 

 

 

 

地経費 

地経費 

自然減・社会減対策 

自然減・社会減対策 

ＧＸ 

地経費 

（ ）は多頭飼育関連 

一部新規 

地経費 
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４ 過去の教訓を踏まえた防災対策を進めます 

現状と課題 対応の方向性及び具体的取組内容 備考 

（１）河川改修や砂防施設による防災安全度の向上 

○ 豪雨に伴う災害の激甚化、頻発化しており、洪水・土

砂災害による被害を軽減するため早期の防災施設整備

が必要 
 

  

河川改修の推進 
・ 木賊川遊水地工事（滝沢市・盛岡市） 

 ・ 北上川・松川河川改修（盛岡市・岩手町） 
 ・ 馬淵川河川改修（葛巻町）         
砂防施設や急傾斜地崩壊対策施設の整備の推進 

 ・ 山岸・桜山地区急傾斜地崩壊対策工事（盛岡市） 
 ・ 外水沢地区砂防堰堤築造工事（八幡平市） 
 ・ 平笠東沢地区砂防堰堤築造工事（八幡平市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）災害関連情報の充実強化による減災対策 
○ 水位周知河川や洪水浸水想定区域の指定が完了した
ことから、適切な運用が必要 

 
土砂災害 
警戒区域等 

新たな「土砂災害が発生
する恐れのある箇所」 

計 

盛岡局管内 1,606 924 2,530 
 

  

地元自治体との情報共有及び連携強化の推進 
・ 水位周知河川のホットラインの運用 
・ 土砂災害が発生する恐れのある箇所の基礎
調査の実施と結果の公表  

 

 

 

 

 

 

５ 安心・快適な都市環境・生活環境をつくります 

現状と課題 対応の方向性及び具体的取組内容 備考 

（１）高次都市機能の充実 

○ 交通混雑を緩和し、市街地の円滑な交通が必要 
 

  

交通混雑が緩和される街路の整備推進 
 ・ 盛岡駅本宮線（杜の大橋：盛岡市） 
 ・ 盛岡滝沢線（鵜飼八人打：滝沢市） 

 

 

 

 

（２）安全・安心な歩行空間及び自転車通行空間の確保 

○ 児童生徒の安全な通学のため歩道整備が必要 

 

 

 
○ 自転車通行帯の明示により歩行空間と分離し、安全・

安心な歩行空間及び自転車通行空間の確保が必要 

  

歩道整備や歩行空間確保の推進 
 ・ 古舘停車場線（中島：紫波町） 
 ・ 上米内湯沢線（浅岸：盛岡市） 
 ・ 渋民田頭線（五百森：八幡平市）ほか２工区 

自転車通行帯の明示の推進 
・ 氏子橋夕顔瀬線（夕顔瀬町：盛岡市） 

 

 
 

 

安全・安心 

安全・安心 

安全・安心 
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Ⅱ ＩＴ産業などの集積や豊富な農林資源を生かし、競争力の高い魅力のある産業が展開している地域 

６ 産学官金連携によるＩＴ産業の育成やものづくり産業の振興に取り組みます 

現状と課題 対応の方向性及び具体的取組内容 備考 

（１）ＩＴ・ものづくり産業の幅広い産業分野への参入促進 
○ デジタル化に取り組む県内企業の割合は約５割とな
っており、（2021.9 岩手経済研究所）、ＩＴ産業と多様
な産業との連携に向けた支援が必要 

 

○ ＩＴ連携コーディネーターマッチング支援状況（Ｒ５） 
  ・ 企業等訪問 63 社 
  ・ ＩＴツール導入取引成約件数 ７件 

（板金工場へのＡＩ調色管理測色システムの導入支援等） 

    

多様な産業分野へのＩＴ企業の参入促進  
・ ＩＴ連携コーディネーターによる企業訪問
等を通じたビジネスマッチング支援 

・ 県南広域振興局と連携したＩＴ×ものづく
り企業のマッチング交流会の開催 

ＩＴ・ヘルスケア関連企業等の展示会等出展支

援を通じた取引拡大の促進 

 

 

 

 

 

７ 観光・食・スポーツを連携させた交流促進により地域経済を活性化します（観光産業、食産業・工芸品産業） 

現状と課題 対応の方向性及び具体的取組内容 備考 

（１）食品・工芸品製造事業者の事業再構築と人材の育成 

○ 原材料の価格高騰等が、事業者の企業経営に影響を及

ぼしており、売上回復や経営の安定化を図る事業者の事

業再構築への取組等の支援が必要 
【県央地域の食料品製造業出荷額】（単位：億円） 

H30 R1 R2 R3 R4 

1,285 1,267 1,289 1,277 1,280 
 

  

食産業コーディネーターによる支援  

・ 管内食産業事業者に対し、機動的な伴走支

援の実施及び関係機関との連携強化 

各種支援機関等の専門家の活用促進 

・ 岩手県産業創造アドバイザー、よろず支援

拠点、商工指導団体及び金融機関等の活用 

 

 

 

 

 

 

（２）商品の高付加価値化及び販路拡大の促進 

○ 食品製造事業者及び工芸品製造事業者の販路や売上

の拡大につなげるため、販売機会等の創出に向けた支援

が必要 

   

工芸品販路拡大支援 
・ 商談会及び工房見学会の実施を通じて、バ

イヤーとの関係強化及びマッチングを支援 
大都市圏における物産展の開催 
・ 食産業事業者の販路開拓に向けて、イオン東

北との連携を強化し、イオンモール新利府で物
産展を開催 

 

 

 

 

 

地経費 

地経費 

地経費 

ＤＸ 

広域 

広域 

一部新規 
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現状と課題 対応の方向性及び具体的取組内容 備考 

（３）観光等と連携した食産業・工芸品産業の振興 

○ 管内の北いわてゾーン３市町（八幡平市・岩手町・葛

巻町）を中心に観光・物産のＰＲの場が必要 

 

北いわてゾーン３市町の観光・物産フェア 
・ さいたま市における首都圏の地方創生の取

組と連携し、３市町に特化した観光・物産フ
ェアを実施し、交流人口の拡大と食産業等の
販路拡大を支援 

 

 

 

 

８ 米・園芸・畜産のバランスがとれた農業の持続的発展と活力のある農村づくりを進めます  

現状と課題 対応の方向性及び具体的取組内容 備考 

（１）次世代の地域農業を担う経営体の育成 

○ 企業的経営体の育成 
農業従事者は 10 年で約３割減少し、高齢化が進展す

る一方で、販売額 3,000 万円以上の経営体が増加。今後
も地域農業をけん引する企業的経営体の育成が必要 
【基幹的農業従事者数の推移（県央管内）】( )内は 65 歳以上の割合 

H22 H27 R2 

16,749 人 
(56.7％) 

15,118 人 
（61.5％） 

12,248 人 
(69.3％) 

 

  

企業的経営体の育成 
・ 経営規模拡大や法人化等、経営発展に意欲あ

る経営体の経営課題の解決に向けた個別支援
（岩手県農業経営・就農支援センターと連携し
た専門家派遣等）を実施 

【販売額 3,000 万円以上の経営体の推移（県央管内）】 

H22 H27 R2 

167 179 332 
 

 

 

 

 

 

（２）生産性・市場性の高い安全・安心な産地づくり 

○ 需要に応じた米生産の推進 
県央圏域の「銀河のしずく」の作付は、県内の７割を

占め、さらに生産拡大の見込み。主産地として高品位・
良食味安定生産の取組が必要 

【「銀河のしずく」作付面積の推移】     （単位：ha） 

区分 R1 R2 R3 R4 R5 
県央 

(県内シェア) 
1,084 
(73%) 

1,164 
(70%) 

1,136 
(63%) 

1,578 
(63%) 

3,354 
(72%) 

全県 1,479 1,652 1,800 2,500 4,650 

【「銀河のしずく」の一等米比率の推移】 （全県、単位：％） 

区分 R1 R2 R3 R4 R5※ 

銀河のしずく 98.6 99.8 99.0 99.3 97.0 

全県うるち 93.8 94.7 96.0 96.9 91.5 

※R5 は R5.12 月時点 

  

需要に応じた米生産の推進 
・ 水稲生産の低コスト・省力化や、「銀河のし

ずく」をはじめとした水稲の夏季高温下にお
ける品質安定・向上に向けた自動水管理シス
テムの実証展示と普及推進  

（自動水管理システムの実証展示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

地経費 新規 

自然減・社会減対策 

携帯端末等で⽥んぼの⽔位がわかる⽔位センサーと、携帯端末等から
給⽔・⽌⽔ができる開⽔路⽤給⽔ゲート、パイプライン⽤給⽔ゲート 

ＤＸ 

広域 

資料：農林業センサス 
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現状と課題 対応の方向性及び具体的取組内容 備考 

○ 園芸の産地力向上 
県央地域の多くの園芸品目が主産地を形成。一層の産

地力強化に向け、スマート農業技術等の導入により、生
産性・収益性の向上を図る必要 

【令和５年度主要園芸品目のＪＡ系統販売額の推移】（単位：箱、t、百万円） 

区分 
りんどう きゅうり ミニトマト 

数量(箱) 販売額 数量 販売額 数量 販売額 
県央 

(県内シェア) 

138,710 
（57%） 

1,261 
(61%) 

2,402 
(33%) 

622 
(32%) 

495 
(57%) 

360 
(59%) 

全県 243,559 2,082 7,319 1,950 866 606 

       

区分 
キャベツ ほうれんそう ねぎ 

数量 販売額 数量 販売額 数量 販売額 
県央 

(県内シェア) 

14,685 
(89%) 

1,308 
(91%) 

411 
(43%) 

244 
(44%) 

1,419 
(62%) 

548 
(62%) 

全県 16,462 1,445 958 551 2,281 889 

○ 畜産の収益力向上 
県央圏域は黒毛和種の産地であるが、飼養戸数・頭数

とも減少し、子牛の市場価格も低い状況。畜舎整備等に
より規模拡大が進展する中で、先端技術の導入等によ
り、一層の生産性向上や産地としての評価を高める取組
が必要 

【肉用繁殖牛飼養頭数の推移】        (単位：頭) 

区 分 R1 R2 R3 R4 R5 

飼養頭数※１ 8,668 8,471 8,006 8,455 8,179 

農家戸数 1,014 992 880 874 788 

管内一戸 
当たり頭数 8.5 8.5 9.2 9.7 10.4 

※１ 黒毛和種繁殖雌牛２歳以上（各年度２月１日時点） 

   （盛岡広域振興局調べ） 

 

 園芸の産地力向上 
・ 民間企業との共同開発によるＡＩを搭載し
た切花りんどう自動選別機の実用性の実証と
効率的な出荷体制の構築や、施設園芸におけ
る環境制御技術の普及推進  

 

 

 

 

 

・ 「盛岡地域環境制御技術研究会」と連携し、
光合成を促進させるＣＯ２発生装置やミスト
による加湿、自動換気など、収量・品質の向
上、省力化等を図るための低コスト環境制御
技術の実証・普及 

畜産の収益力向上 
大規模和牛繁殖経営体における非接触型分娩

検知システムの実証展示と普及、ゲノミック評
価（※）の活用による優良雌牛群の改良 
・ 非接触型分娩検知システム「牛わか」を導
入し、分娩事故防止と昼夜を問わない分娩監
視に係る農家負担の軽減を実証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＸ 

ＡＩが切花りんどうの⻑さ、段数、切
前（花の状態）、曲がりの有無のデ
ータを学習・蓄積。出荷規格を⾃動
判別し、選別調整作業を省⼒化。 

地経費 

全国初 

広域 

ＤＸ 

⽜の状態をいつでも確認、分娩兆候をメール通知 
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   現状と課題 対応の方向性及び具体的取組内容 備考 

【岩手中央市場の子牛販売頭数及び価格】  (単位：頭、千円) 

区 分 R1 R2 R3 R4 R5 

販売頭数※２ 12,666 12,488 12,131 12,187 12,286 

平均価格※３ 719 654 709 614 515 

県平均価格 728 661 713 625 517 

全国平均 746 686 745 641 － 

※２ 全農岩手県本部和牛子牛市場成績速報（４～３月） 

※３ (独)農畜産業振興機構調べ（４～３月） 

 

 

 

○ 環境に配慮した農業生産の推進 
肥料価格の高騰や確保が困難となることが懸念される中

で、化学肥料代替として地域資源である堆肥を有効活用す
るとともに、化学肥料削減による環境負荷低減に向けた取
組を加速する必要 
【令和６年２月の農業物価指数（令和２年を基準年とした指数）】 

区 分 指数 

農業生産資材（総合） 120.9 

 うち肥料 144.5 
資料：農林水産省 農業物価統計調査（令和２年＝100） 

・ 子牛市場価格の向上に向け、遺伝子情報の活
用により、産肉能力の高い繁殖雌牛集団を整備 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

環境に配慮した農業生産の推進 
・ 岩手町内の事業者産の鶏ふん堆肥のペレッ

ト化及び鶏ふんペレットを活用した指定混合
肥料（ペレット堆肥＋化成肥料）の試作 

・ 豚ぷんペレット堆肥と化成肥料の混合散布
によるキャベツ栽培実証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 森林資源の循環利用促進ともうかる林業・木材産業の構築を進めます 

現状と課題 対応の方向性及び具体的取組内容 備考 

（１）森林資源の循環利用及び担い手の育成・確保 

○ 計画的な主伐、造林、間伐を進めるため、意欲と能力

のある林業経営体の育成が必要 

 

 

 

 

  

  

森林経営計画作成を担う人材の育成 

・ 意欲と能力のある林業経営体と森林施業プ

ランナーの育成 

・ 森林ＧＩＳや森林クラウドなど情報通信技

術（ＩＣＴ）等の先端技術を活用したスマー

ト林業の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規 
※ 数万頭の肥育牛ＤＮＡ情報と枝肉成績を基に、それぞれの牛

のＤＮＡ情報から産肉成績に係る遺伝的能力を算出するもの 

優良な 
雌⼦⽜の⽣産 

優良な雌⽜集団への改良 ゲノミック評価の⾼い雌

⾼ 

低 

市場価格が⾼い⼦⽜ 

ＧＸ 

地経費 

地経費 

ＧＸ 

ＤＸ 

スマート林業の取組（ドローンレーザー等を活用した画像解析） 

自然減・社会減対策 
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現状と課題 対応の方向性及び具体的取組内容 備考 

○ 林業就業者の 60 歳以上の割合が高止まり傾向にあ

り、若返りが必要 
 〔参考〕令和４年度の年代別割合：盛岡局管内 

 39 歳以下：27％、40～59 歳：33％、60 歳以上：40％ 

 

 

 

林業の担い手確保対策の促進 

 ・ 新規就業者の確保・定着対策及び林福連携

の就業支援 

・ 労働強度の軽減のための林業用アシストス

ーツ等新技術の導入、空調服等の普及促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域材の利用促進 

○ 間伐・再造林等の森林整備や地域材の利用を促進する

森林の循環利用の推進が必要 

 

 

○ 住宅リフォームや店舗等での需要拡大のため更なる

地域材のＰＲが必要  

  

・ 森林施業の集約化、路網の整備、林業の低

コスト化、高性能林業機械の導入支援 

・ アカマツ材等地域材の建材への利用促進に

係る建築業者への啓発活動等 

・ 民間建築物での県産木材利用拡大促進のた

め、建築事業者向けの県産木材利活用セミナ

ー等の開催 

 

 

 

 

（３）原木しいたけ産地の再生 

○ 原木の安定確保、担い手の確保・育成が必要 
 

 

 

○ 経営の安定化による収益の確保が必要 

 

 

  

生産支援・原木確保支援 

・ しいたけや原木等の放射性物質検査の実施 

・  原木コネクター※が増産した原木に対する助 

 成 

販路拡大に向けた支援  

 ・ 栽培技術の勉強会の開催等による担い手の

育成 

・ 販売促進活動の実施 

 

 

 

 

  

地経費 

盛岡地区安全伐倒 
競技・交流会 

ＧＸ 

地経費 

地経費 

※原木コネクター（局独自） 

森林所有者（原木林所有者）としいたけ生産者を

つなぐ原木の生産・供給に意欲的な地域の原木生産
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10 地域産業の特性に応じた産業人材の確保・育成とやりがいを持って働くことができる労働環境の整備を進めます 

現状と課題 対応の方向性及び具体的取組内容 備考 

（１）若年者等の就業支援と地域産業を支える人材の確保 

○ 離職率が全国平均を上回っている大学新卒の早期離

職の防止 
 

 

  

早期離職の防止 
・ 大学生とＵ・Ｉターン就職者との交流会実 
 施 
・ 就業支援員、県内就業・キャリア教育コー

ディネーターによる就職後の定着支援のため
の企業訪問等の実施 

 

 

 

（２）企業における雇用・労働環境整備の促進  
○ 企業の魅力発信力の向上、待遇改善やワーク・ライ
フ・バランスなど働き方改革の推進が必要 

  

・ 企業の採用力強化セミナー（企業間交流に
よる取組事例の共有）への参加促進 

 

 

 

 

 11 産業経済活動を支える交通ネットワークを整えます 

現状と課題 対応の方向性及び具体的取組内容 備考 

（１）物流・交流ネットワークの整備         

○ 物流・交流の基盤となる道路の整備推進が必要 

  

産業経済活動を支える物流ネットワークの構築 
 ・ 一般国道４号盛岡南道路の整備が進むよう

国へ働きかけ 
県央圏域内外との交流を促進する広域ネットワ

ークの整備 
 ・ 一般国道 282 号などの整備を推進 
 ・ 構想路線「（仮称）久慈内陸道路」の検討を推進 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然減・社会減対策 

自然減・社会減対策 

一般国道 282 号佐比内工区 （仮称）久慈内陸道路 
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